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【公募課題概要】

研究費（年
間）（間接経
費を含む）

研究期間 採択件数 公募する研究内容、求められる成果等

１－（１） アレナウイルス、フィロ
ウイルス、ブニヤウイルス科等
に属するウイルスの研究

15,000千円
程度/年

最長3年 1～3
課題程度

【趣旨および研究例】
高い伝染性、病原性を示すウイルスについて、BSL3(P3)
以下の封じ込め施設で扱える改変ウイルスや 病原性の
低い類縁ウイルスを使って、感染受容体を介した細胞内
侵入から、ゲノム複製、粒子形成に至る ウイルス増殖過
程を詳細に解析し、病原性を支える分子機構を推定し、ウ
イルス感染の予防と治療に最適 な標的を明らかにする研
究などを推進する。

２－（１）感染病態の理解に基
づく新規治療コンセプトの確立
のための探索研究
・

【趣旨および研究例】
感染者体内での病原体の質的及び量的な動態や免疫応
答と病態の推移を詳細に調べ、病態を分子レ ベルで理解
することで、新たな治療法の開発が期待できる。体内での
病原体変異によって生じる準種と病 態の関係に関する研
究、口腔内・腸管内における微生物間及び宿主との相互
作用の研究、オルガノイドな どを用いた in vitro での病原
体増殖系の構築と病態の再現に関する研究、新規動物モ
デルの開発、ヒト化 マウスを用いた免疫応答の解析な
ど、これまでに無い発想、技術による感染症病態の解析
研究、及びこれ らの研究から得られたデータから発症過
程を推定する数理生物学的解析手法の開発などを推進
する。

２－（２）潜伏及び持続感染の
成立、維持と再活性化の分子
機構の研究

【趣旨および研究例】
ヒトに感染したのち潜伏し、免疫能の低下時に増殖すると
される病原体がある。不顕性感染者がヒト集団 内で病原
体を維持し、新規流行時の感染源になると考えられる場
合もある。しかし、潜伏、持続感染の詳細 な機構は解明さ
れていない。病原体の潜伏状態の成立・維持と再活性化
の分子機構の研究、持続感染病 原体が免疫系から逃避
する分子機構の研究、組織特異性を逸脱して感染、増殖
する病原体と宿主因子の 関連についての研究、流行を繰
り返す病原体の非流行時の社会における存在様式を明ら
かにする研究、 などを推進する。生物統計学解析で、新
たな仮説を立てる研究も対象とする。

1．ヒトに対し極めて高い致死性を示すウイルス感染症に関する研究
【背景】
ヒトに対し高い致死性を示すウイルスが世界に多く存在しているが、それらが特に高い伝染性、病原性を示す理由は未だ解明
されておらず、ウイルス感染の予防と治療に最適な標的を明らかにすることが必要である。一方、国内においてはウイルス感
染症の研究者の層が薄く、その裾のを広げることもまた課題となっている。

2．病原体−宿主因子の相互作用及び感染制御機構等に関する研究
【背景】
ヒトに侵入し、定着・増殖しようとするウイルス、細菌、寄生虫などの病原体とそれを防ぐバリア機構や自 然免疫、獲得免疫の
バランスによって発症の有無や重篤度、予後が決まる。病原体の増殖だけでなく、過 度の免疫反応が重症化の原因となる場
合もある。最前線の臨床現場で観察される課題等を糸口として、異 分野の研究者が連携して新たな研究方法を展開し、病原
体と宿主の相互作用に関する理解を進めていくこ とが必要となっている。

15,000千円
程度/年

最長3年 （１）～（３）
についてそ

れぞれ
1～6課題

（合計10～
20課題程

度）

感染症研究革新イニシアティブ（J-PRIDE）

※公募の詳細については，公募機関（AMED）のwebサイトで必ず確認してください。　　　　　　　　　　　（H29.04.13現在）

【H29年度日本医療研究開発機構（AMED)研究費】

平成29年度「感染症研究革新イニシアティブ（J-PRIDE）」（新事業） 
※事業のサイトは現在準備中
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２－（３）経胎盤感染や血液脳
関門の破綻による感染の分子
機構の研究

【趣旨および研究例】
胎盤や血液脳関門は病原体の胎児や脳内への侵入を防
ぐ機能を担う。しかし、様々な病原体が母親か ら胎児に
感染し、胎児の発育に重篤な影響を与えることがある。母
体に症状が無く、病原体レベルも低くて 感染が検出でき
ない場合でも胎児が感染し、正常な発育が妨げられ、流
産・奇形発生に至る場合もある。 また、血液脳関門の破
綻による病原体の侵入が原因となる脳・神経症状も、その
分子機構が不明で、治療 法も無い。妊婦と胎児の免疫状
況、胎盤を病原体が通過する過程、胎児の発育に対する
影響を詳細に解 析する研究や、無症候性で母子感染病
原体に感染している妊婦の診断法の開発、血液脳関門が
破綻する 分子機構の解明と予防・治療法の開発などの
研究を推進する。

３－（１）生態系における病原
体の環境適応機構の研究

【趣旨および研究例】
病原体はヒトや動物に感染、増殖し、変異等によって免疫
系からの逃避、増殖能の強化、潜伏能の獲得 などの進
化を継続し、自然環境中で維持されている。しかしこれら
の仕組みは明らかになっていない。患者 や環境から分離
される病原体情報を取得し、新たな数理生物学的解析手
法を開発して生態系における病 原体の環境適応機構を
明らかにする研究、病原体の進化を予測し感染予防へ応
用する研究などを推進する。

３－（２）病原体の宿主域を決
める分子機構の研究

【趣旨および研究例】
特定の動物種に感染し、いわば共存関係にある微生物
が、本来の自然宿主域を超えてヒトに感染、増殖 すると
高い病原性を獲得することがある。病原体の宿主域は、
宿主細胞の感染受容体や定着組織の構造 と機能、細胞
内環境等で決まると考えられる。動物を宿主とする病原体
がヒトに感染、増殖する能力を獲得 する機構を究明し、リ
スクを評価し、変異による宿主域の拡大を監視することは
重要である。ヒトへ感染し、 強い病原性を示すことが危惧
される動物感染症の宿主域要因に関する研究などを推進
する。

３－（３）薬剤耐性病原体に対
する新規治療法に資する研究

【趣旨および研究例】
薬剤耐性病原体の蔓延は感染症の治療を困難にするこ
とから対策が急がれている。薬剤耐性の伝播経 路を断ち
切る方法の開発、ファージの活用、クオラムセンシング機
構や細胞外分泌性膜粒子などの細菌細胞間の情報伝達
系への介入、バイオフィルムの形成阻害、常在細菌叢の
強化など抗菌薬を使わない新し い発想・技術による薬剤
耐性病原体の制御方法の開発を推進する。

15,000千円
程度/年

最長 3年 （１）～（３）
についてそ
れぞれ1～

3課題

（合計5～
10課題程

度）

3．ワンヘルスの概念に基づいた病原体の生態に関する研究
【背景】
感染症はヒトや動物とウイルス、細菌、寄生虫などの病原体、媒介昆虫、これらに共生する様々 な微生物の複雑な相互作用を
基盤にしている。人、家畜、野生動物と環境中の微生物を一体として とらえる「ワンヘルス（One Health）」概念の重要性が国際
的に認識されつつある。新たに発生す る感染症の多くは人獣共通感染症であり、また薬剤耐性病原体の発生や漫延ヘの対応
には、この概 念に基づいて地域レベル、国レベル、さらには国際的な協力が求められている。我が国においても 平成 28 年４
月に関係閣僚会議において「薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン」が策定され、国内対策の強化が打ち出されている。
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